
教 育 研 究 業 績 書 

令和 ５ 年 ５ 月 １ 日 

氏名  高木 京子 

研究分野 研究内容のキーワード 

学校保健 

顔学 

「子どもと社会と健康」「養護教諭」 

「外観と社会」 

教育上の能力に関する事項 

事 項 年 月 日 概   要 

1. 教育方法の実践例 平成23年4月～ 

現在に至る 

平成１8年４月～現

在に至る 

ＩＣＴ（電子黒板等）を活用した授業を行って

いる。 

教員採用試験のための学習を行っている。 

また、オフィスアワー及びメールにて、学生か

らの相談を随時受け付けている。 

2. 作成した教科書、教材

3. 教育上の能力に関する大学等

の評価

令和2年9月 佐賀女子短期大学より、令和元年度最優秀授業

賞を受賞した。 

4. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項

平成 18年 4月

～ 平成 20 年

3月 

平成 22年～ 

平成 24年 

学校評議員（佐賀市立芙蓉小中学校） 

佐賀県認定講習講師 

5. その他 平成 22年 8月 

平成 23年 8月 

平成 23年 11月 

平成 24年 8月 

平成 26年 10月 

平成 26年 4月 

平成 27年 7月 

平成 27年 8月 

平成 27年 9月 

平成 28年 8月 

令和2年11月 

佐賀県認定講習「健康相談活動」講師 

佐賀県認定講習「養護概説」講師 

児童厚生員等研修会において「安全指導・安全管理」

講義担当 

佐賀県認定講習「健康相談活動」講師 

児童厚生員等研修会において「安全指導・安全管理」

講義担当 

大学間連携共同教育推進事業「大学間発達障害支援ネ

ットワークの構築と幼保専門職業人の養成」において

「子ども発達支援士」養成に携わる。（令和元年 3 月

まで） 

放課後児童支援員都道府県認定資格研修「子どもの生

活面における対応」講義担当 

佐賀県認定講習「健康相談活動」講師 

放課後児童支援員都道府県認定資格研修「子どもの生

活面における対応」講義担当 

佐賀県認定講習「養護概説」講師 

児童厚生員等研修会において「安全指導・安全管理」

講義担当 



職務上の実績に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 

1. 資格、免許 

 

 

昭和 55年 3月 

昭和 55年 3月 

平成 13年 2月 

平成 14年 3月 

平成 15年 4月 

平成 17年 7月 

平成 23年 7月 

養護教諭二種免許 

中学校教諭二種免許（家庭） 

幼児救急法支援員 

上級教育カウンセラー 

かづきメイクアシスタント 

かづきメイク講師 

ガイダンスカウンセラー 

2. 特許等 

 

 

  

3. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

  

4. その他 

 

 

  

研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等

の名称 

単著、共著

の別 

発行又は発表の

年月 

発行所、発表雑誌等又は

発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

 

    



（学術論文） 

1 発達障害児

への支援と養

護教諭―子ど

も発達支援士

養成の取組―

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２医療事務員

の養成に関す

る一考察～養

成における課

題と取り組み

について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

平成 29年 

3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 

   2月 

 

全国私立大学・短期

大学（部）養護教諭

養成課程研究会誌 

養成の歩み 

 －第１６号－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀女子短期大学 

研究紀要 第５１

集第２号 

 

 

発達障害の可能性のある児童生

徒への支援に関する課題に対応

するため、佐賀県内の５大学・短

大が連携し、文部科学省平成２４

年度大学間連携共同教育推進事

業「大学間発達障害支援ネットワ

ークの構築と幼保専門職業人の

養成」が採択された。本取組が養

護教諭の職務にどのように生か

されるかの可能性と今後の課題

を論じている。 

高木京子・水田茂久・菅原航平 

本取組と養護教諭の職務の関連

について担当した。 

本学における医療事務の養成は

平成 11年より始まった。多くの

医療事務に関する資格の中から、

現在は日本医療教育財団が認定

する「医療事務技能審査試験」を

中心に「医師事務作業補助技能認

定試験」「調剤報酬請求事務技能

認定」の３資格を取得できるカリ

キュラムとなっている。医療事務

員にとって必要な能力は何か、身

に付けるべき技術は何か、アクテ

ィブラーニングや長期インター

ンシップも取り入れながらの取

組について考察している。 

夏目朋之・高木京子 

はじめに及び職場での医療関係

者、卒業生へのインタビューを担

当した。 

（その他） 

 

 

    

     




